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温泉浴作用の季節による差違 :血液カタラー ゼ
数にみ られた変化
岡 山大 学温 泉 研 究 所 内科
大 島
温泉療法が非特異的刺戟療法の意味で作用
する事実に関しては今や蓬論のない所であろ
ラ.刺戟療法であるからには刺戟量が最も問
題となるが,温泉刺戟の大さは洩.泉自身の持
つ性状 (応用方法をも含めて)と刺戟を受け
る個体の感受性 (反応位)とによE)左右せら
れることが明である･しかるに季節が生体に
及ぼす影響の一役性は近来ますます詳細な研
究が行われるに至って確証せられ つつ あ る
が,温泉水の持つ性状自身も瀕泉により季節
的な変化を示す場合がある事は著者がかつて
証明した所である1). ここに於て温泉蔭は 自
分の処方する湿泉の刺戟の大さに季節によE)
果して差があるか否か,あるとすればどの程
度の差があるかに関して何等かの目安を持つ
ことが必要であると考えられるので,表題の
如き実験を試みるに至った.
実輸方法と実政財判
体重2-3kgの白色家兎,一群6を使用 し
た.同一豪兎を使用すると一年間に平均体重
に有意な差を生じるので,一部を入れ換 え
て,香,夏,秩,冬を通じほぼ平均した体重
の家兎群を使用した･飼料を常に同一に保て
なかったから,比の実験における季節の影響
には季節による気候の影響のみでなく,季節
による食餌の影響が混同されてしまった.
使用した温泉は三朝温泉の研究所泉で,10
マツ-前後のラドンを含有する弱食塩泉であ
る･浴温420C,浴時間5分間の全身温浴で,
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採血は俗称,浴直後,1時間及び2時間後に
耳静肱よD行い,血液カタラ-ゼの測定法は
井上氏法21によった･カタラ-ゼ値LnlJ軍にあ
たり,服部安蔵博士の御注意に従い,燐酸-
硫酸マンガン況液添加を行ったが,加えな
い場合との問に有意の差を認めなかった.
表には井上博士のカタラ-ゼ数をのせた･
実 験 成 績
表に示した如く冬季として一月中旬,春季
五月上旬,夏季七月中句,秋季九日下旬に実
験を行ったが,結果からみて秋季の測定は時
期が早すぎたかもしれないと思われる.季節
の下に書いた温度は実験の行われた時の宝塩
である.
浴前借をみると,平均値で冬季4.87が最
高で,秋季2･47が最乳 香,夏 はその中問
でほぼ等しい値である.
入浴によb何れの場合もカ数 の減 少する
傾向が認められ,平均値では浴後 1時間に減
少が最も著しく,2時間になるとやや快復の
傾向がある･浴前値に対する浴後値の槍減の
回数を各季節につき比較すると浴直後,1時
間後の値については季節による差が認められ
ないが,2時間値に於ては秋季のみ浴前値よ
D大なる場合が (4)小なる場合 (2)より多
く,冬春夏に比し0･001以下の危険率で有意
な差が証明できた.
季節と浴前後の時間との関係につき要因分
析を行うと附表の如くで,季節の差のみが危
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隣率0.001で有意となった.表から明な如く
血液力数が最も低い季節は初秋で,最も高か
ったのは冬であった.
要凶分析で浴の影響の季節による差違が有
意に出なかった原因の-は個体差を分析でき
なかった為であろう.
温泉入浴が家兎の血液カタラーゼ数
に及ぼす影響の季節による差違
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山田31によると新潟に於て43-140C10分
間の全身温浴は健康人につき冬季に於て血球
秦,血清蛋白,血液比重の減少を起すが,秩
は逆に上昇傾向を来し,夏季に於ては発汗著
しく,血球索,血清蛋白,血液比重凡て浴後
増大するという,小野田41は三靭温泉浴430
C5分間によD健験人の血清コリンエステラ
-ゼ静性値は冬季に放て夏季よりも著明に減
少することを認め,温泉浴の斑膚粗に及ぼす
影響も亦冬季に顕著であることを証明した･
家兎は人と異E)発汗しなtlから,季節によ
る発汗性の差による影響は考え難い･血液カ
タラーゼは大部分血球中に存在するから,血
液が稀釈されれば血液力数が減少するのは当
然であろう.従って暑李に血液力数が低下す
る事矧ま血液像の季節による変動から3)5) ち
詮明がつ く.7月気温が最も上昇した時の血
液力数よE)9月申下旬の値の方が低かったの
は,7月に於ては菊温上昇後の期間が短かっ
た為に,却って9月に於て暑李の影響が建存
して現われたと解釈すべきであろう.血液力
数が浴前よ9-年中で最低であった9月に於
ては,浴後2時間における快復が他の季節よ
E)ち,最も艮かった事実からみると,比の血
液力数の暑李における低下が肝臓塵能の低下
にもとづくと解釈するのは多少の無理がある
かもしれない.併し田坂等6) は肝機能障碍時
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には高塩高湿環境下における血液水分増加の
反応が遅れることを報告しているから,肝機
能減退の期待される夏季に於て,温泉浴によ
る血液 力減少が軽度にとどまった事実の解
釈は,暑李における肝厳能減退を以てしても
一膳可能である.
その他此の実験に使用した研究所淑泉水は
7,8,9の3ケ月間一年中で最も塩分濃度が
低下する.殊に7月に於ては冬季の半ばに近
い値をとる場合があるのであるが,血液カタ
ラーゼを目安とした今回の実験に於ては5月
とTjり5至1月との問に,それ程著しい差違
を証明しなかった･之は研泉のラド･/含有量
が少いので,浴猛の血液カに及ぼす影響が此
の場合主体をなした為であろうと思われる.
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結 論
430C,･5分間の三朝温泉全身浴が家兎の血
液カタラ-ゼに及ぼす影響を春,蛋,秩,冬
に於て検索比較した.
家兎の血液カタラ-ゼ数は著者の検索した
範囲に於ては9別こ於て最も低く,1月に最
も高かった.
温泉俗により四季を通じて血液カタラ-ゼ
数の低下傾向が認められたが,浴前の血液カ
タラーゼ数が最も低かった 9月に於ては浴後
の低下が最も軽く,快復が速である傾向が示
された.
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